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月

日
、
北
海
道
町
内

会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
２

０
２
２
年
度（
令
和
４
年
度
）

ブ
ロ
ッ
ク
別
町
内
会
活
動
研

究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
会
場
参
加（
札
幌
市
）

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
方
式

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
札
幌
会
場
に
は
沼
田
会

長
、
小
林
副
会
長
、
北
田
事

務
局
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
元
室
蘭
に
お
い
て
は
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
Ｆ
Ｋ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
「
き
ら

当
日
、
午
前

時
の
開
会
式
で
は
小
泉

副
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
駐
車

場
に
お
い
て
は
消
防
は
し
ご
車
試
乗
体

験
、
煙
体
験
、
防
火
衣
着
装
体
験
、
放

水
体
験
、
地
震
体
験
な
ど
を
実
施
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
子
ど
も
達
に
も
大
盛
況

で
、
特
に
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
に
は

列
を
作
っ
て
順
番
待
ち
を
し
て
い
ま
し

た
。
屋
外
に
お
い
て
は
延
べ
４
０
０
人

ほ
ど
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
館
内
に
お
い
て
は
企
業
・
団
体
に
よ

る
防
災
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
午
後
２
時
か
ら
は「
防
災
講
演
会
」

を
行
い
、
初
め
に
「
東
日
本
大
震
災
の

記
憶
」
と
題
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
宮
古

市
危
機
管
理
課
長
の
山
崎
氏
に
よ
る
講

演
、
引
き
続
き
「
最
近
の
胆
振
地
方
の

気
象
状
況
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
気
象
予

報
士
・
防
災
士
で
も
あ
る
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
浜
崎
慎
二
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
約

人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
室
蘭
市
町
内
会
連
合
会
の
沼

決 潔
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　近年、超高齢化社会の進展や共働き世帯の増加、地震や台風などの自然災害の増加

などに伴い、高齢者や子どもの見守り、災害時の助け合いなど地域住民相互の支え合

いが必要な場面が増えており、さまざまな地域課題の解決や良好な環境の維持のため

には、町内会・自治会の役割がますます重要となっています。こうしたことから、町

内会・自治会の現状や課題、今後に向けて必要な取り組みなどについて、町内会・自

治会、地域住民、関係団体および市がともに共有し、考えて行くことを目的に下記の

通りシンポジウムを開催します。

「町内会・自治会の未来を考えるシンポジウムｉｎ室蘭」

　●開催日時…令和４年12月20日（火）　午後２時から。

　●開催場所…室蘭市市民会館ホール（室蘭市輪西町２丁目５番１号）

　●基調講演…「多様な住民による〝まち育て〟～住み良いコミュニティを目指して

～」　講師　鈴木克典氏（北星学園大学経済学部教授）

　●パネルディスカッション

　テーマ　①町内会・自治会の活性化と市民協働のまちづくり

　　　　　②町内会・自治会が防災・減災に果たす役割

　　　　　③町内会・自治会の未来を考える

　※参加無料となっていますので、どなたでもご自由に参加してください。

大
盛
況
の
消
防
イ
ベ
ン
ト

田
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
盛
況

の
内
に
全
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
（
室
蘭
市
町
連
　
事
務
局
長
　
渡
部

信
人
）

　

月

日
、
Ｆ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ん
」
に

お
い
て
、
「
室
蘭
市
消
防
・
防
災
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
２
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

気
象
予
報
士
の
浜
崎
慎
二
氏
に

よ
る
講
演

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会

ん
」
の
研
修
室
で
フ
リ
ー
Ｗ

ｉ
│
Ｆ
ｉ
を
使
い
、
札
幌
会

場
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
町
連

の
理
事

数
人
が
参
加
し
、

Ｗ
ｉ
│
Ｆ
ｉ
の
接
続
も
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
、
映
像
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
研
究
大
会

は
実
践
報
告
と
し
て
、
初
め

に
恵
庭
市
の
「
北
柏
木
町
内

会
」
の
玉
熊
会
長
と
梶
浦
副

会
長
が
テ
ー
マ
「
防
災
さ
ん

ぽ
」
と
題
し
て
、
災
害
時
の

家
族
の
役
割
分
担
の
確
認

や
、
家
族
単
位
で
の
自
宅
か

ら
避
難
所
ま
で
の
避
難
経
路

確
認
を
「
さ
ん
ぽ
」
し
な
が

ら
実
施
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
札
幌
市
東

区
「
東
雁
来
ひ
か
り
の
町
内

会
」
の
川
北
会
長
か
ら
「
子

育
て
世
代
が
一
か
ら
町
内
会

を
立
ち
上
げ
」
と
の
テ
ー
マ

で
、
当
初
新
興
住
宅
地
で
町

内
会
が
無
か
っ
た
た
め
、
地

域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
や
除
排
雪
の
問
題
、
青

少
年
の
育
成
、
情
報
共
有
の

た
め
の
回
覧
板
、
親
睦
交
流

な
ど
と
い
っ
た
課
題
解
決
の

た
め
の
町
内
会
の
設
立
が
ど

う
し
て
も
必
要
と
考
え
、
現

会
長
が
町
内
会
設
立
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
２
０
１
７

年
４
月
に
町
内
会
設
立
に
至

っ
た
経
緯
を
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
「
災
害
に
対
す
る

地
域
で
の
備
え
」
と
の
テ
ー

マ
で
、
命
を
守
る
大
切
さ
を

語
り
つ
な
ぐ
代
表
者
・
北
海

道
防
災
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
三
浦
浩
氏
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。
自
身
が
高
校
生
の

時
に
起
き
た
北
海
道
南
西
沖

地
震
の
津
波
か
ら
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
た
実
体
験
を
赤
裸

々
に
話
さ
れ
、
災
害
か
ら
命

を
守
る
方
法
や
災
害
時
の
地

域
で
の
備
え
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
（
室
蘭
市
町
連
　
事
務
局

長
　
渡
部
信
人
）

活発な意見交換あいさつをする室蘭市中野課長

　室蘭市町内会連合会では、地区連

合町会ごとに実施する「地区懇談会」

について、ここ２年ほど新型コロナ

ウイルス感染拡大により実施できな

いでおりましたが、港北地区連合町

会が 月４日に港北ふれあいセンタ

ーにおいて、地区連に加盟している

６町会および各種地域団体・蘭北小

学校・港北中学校などの計 団体と

市の防災対策課や高齢福祉課、地域

生活課など合計 人が参加し、今後

予想される千島海溝・日本海溝沿い

の巨大地震、また近年多発している

大型災害を踏まえ、災害に対する意

識の向上と地域の連携を図るため

「災害発生時に備えた地域体制の構

築について」をメインテーマとして、

日ごろから災害発生に備え、地域と

してどうあるべきなのかを話し合い

ました。

　サブテーマとして掲げた４項目の

意見交換では、 「避難誘導時の各

団体との連携について」は、地域町

会と各団体との連携を強化すること

が必要であるとの意見が出ました。

「災害発生時における情報伝達の

共有について」は、災害時の情報伝

達手段と方法についての意見があり

ました。 「高齢者等の支援体制・

方法について」では、要支援を必要

とする方への支援体制をどのように

進めるのか。日ごろから隣近所との

友好のもと災害発生時は「声かけ」

や「避難誘導」などによる避難体制

を確立する必要がある、などさまざ

まな意見がありました。 「避難状

況（各自宅）の確認体制と確認方法に

ついて」では、避難状況の確認、自

宅に取り残された人に対する確認を

どのようにするかなど活発な意見が

出されました。

　今後も各種災害に応じた避難場所

の周知、避難手順、避難訓練などを

随時行い、減災に取り組むことを再

認識することができました。

　（港北地区連合町会　会長　須田

貞文）

　
近
年
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
、
子
ど
も

や
高
齢
者
が
被
害
者
と
な

る
事
故
・
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社

会
の
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
と

な
り
、人
々
の
支
え
合
い
、

見
守
り
な
ど
を
担
っ
て
い

る
町
内
会
、
自
治
会
の
存

在
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
町

内
会
・
自
治
会
の
加
入
率

は
１
９
８
８
年
の

・
５
％
を
ピ
ー

ク
に
減
少
が
続
き
、
２
０
２
０
年
度

に
は

％
を
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
あ
ら
た
め

て
町
内
会
・
自
治
会
の
必
要
性
を
認

識
し
な
が
ら
加
入
率
向
上
に
取
り
組

ん
で
き
た
室
蘭
市
町
内
会
連
合
会
で

す
が
、
な
か
な
か
結
果
を
出
せ
な
い

で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
行
政
と
一

体
と
な
っ
て
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
町
内
会
・
自
治
会
の
加
入
率
向

な
が
る
参
考
資
料
と
し
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
本
会
議
の
委
員
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
な
る
町
内
会
・
自

治
会
活
動
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
話
し
合

い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
（
室
蘭
市
町
内
会
連
合
会
常
任
理

事
　
田
村
博
文
）

上
と
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
町
内
会
・
自
治
会
活
性
化

推
進
会
議
』
を
市
が
発
足
さ
せ
ま
し

た
。

　
こ
の
会
議
は
同
町
内
会
連
合
会
を

は
じ
め
、
企
業
、
ま
ち
づ
く
り
、
福

祉
、
教
育
（
市
Ｐ
連
）
、市
民
公
募
、

行
政
な
ど
の
関
係
者

人
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
下
旬
に
第
１
回
の
会
議
が
行

わ
れ
、
７
月
に
続
き

月
に
３
回
目

の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
回
目

の
議
事
内
容
は
①
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
支
え
る
取
り
組
み
の
広
が
り
③
条

例
制
定
等
に
よ
る
活
性
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
な
ど
を
議
論
し
ま
し

た
。

　
ま
た

月
に
制
定
し
た
ば
か
り
の

「
札
幌
市
未
来
を
つ
な
ぐ
町
内
会
さ

さ
え
あ
い
条
例
」
に
つ
い
て
の
内
容

を
地
域
生
活
課
か
ら
、
町
内
会
・
自

治
会
の
加
入
率
向
上
と
活
性
化
に
つ

自治会活性化の取り組みについて議論する３回目の会議

表彰を受けた森川副会長（前列中央）をたたえる記念写真

表彰状を受け取る森川副会長（左）

　

月
３
日
、
室
蘭
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
２
０

２
２
年
度
の
室
蘭
市
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
７
人
が
各
分
野
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
室

蘭
市
町
内
会
連
合
会
の
森
川

卓
也
副
会
長
が
地
域
自
治
を

代
表
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
森
川
副
会
長
は
２
０
０
０

年
か
ら
山
手
町
見
晴
町
会
の

会
長
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
尽
力
さ

れ
、
２
０
０
１
年
か
ら
は
自

宅
で
「
庭
の
お
休
み
処
　
心

の
ふ
る
さ
と
峠
の
茶
屋
」
を

開
き
、
旅
人
や
地
域
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
提
供
、
長

き
に
わ
た
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
岬
街
道
夢
の

森
づ
く
り
の
会
、
蘭
西
七
町

地
区
子
ど
も
を
守
る
安
全
推

進
協
議
会
、
蘭
西
七
町
連
合

会
自
主
防
災
会
に
つ
い
て
は

会
の
立
上
げ
か
ら
代
表
を
務

め
て
お
り
、
室
蘭
市
町
内
会

連
合
会
に
お
い
て
は

年
に

理
事
、

年
か
ら

年
ま
で

は
常
任
理
事
、

年
か
ら
今

日
ま
で
は
副
会
長
と
し
て
市

内
の
町
内
会
全
体
を
け
ん
引

す
る
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
の
各
種
委
員
会
等
の
委

員
と
し
て
は
、
室
蘭
市
行
政

改
革
推
進
委
員
会
副
会
長
、

室
蘭
市
都
市
計
画
審
議
会
副

会
長
、
室
蘭
市
ご
み
処
理
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
あ
り
方
検

討
委
員
会
副
会
長
、
室
蘭
市

町
内
会
・
自
治
会
活
性
化
推

進
会
議
座
長
な
ど
、
多
分
野

に
お
い
て
地
域
の
代
表
と
し

て
助
言
さ
れ
、
市
政
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
室
蘭
市
町
連
　
事
務
局

長
　
渡
部
信
人
）


